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資料６ 

 
【各分野の施策展開と関連したキーワード（審議会意見から抽出）】 

ひとづくり くらしづくり まちづくり 
【子ども・若者】 
・少子高齢化による影響 
・妊娠、出産期からの包括的な家庭及び子育て支援 
・出産後の地域との繋がり 
・子育ての内面的サポート 
・核家族化 
・地域での子どもの声 
・若者や生産年齢人口が住みよいまち 
・若者世代のUターン 
・満足度が低い施策に対する若者意見の把握 
【学び】 
・AI 社会への対応（子どもの読解力） 
・保護者も含めた地域教育 
・生涯学習や市民の交流施設 
【健康・スポーツ】 
・スポーツと社会 
 

【安全・安心】 
・災害対策 
・自主防災組織 
・空き家の増加、対策 
【地域コミュニティ】 
・市民の役割、協働 
・子育て世代や働き盛り世代の地域との関わり 
・世代間交流 ・お祭り 
【地域共生社会】 
・コミュニティソーシャルワーカー 
・1人暮らし高齢者、高齢者のみ世帯 
・認知症の予防 
・歩きやすいまちと高齢者施策 
・福祉のまちづくり 
【男女参画等】 
・ダイバーシティ&インクルージョン（（多様性と包
摂） 

・女性活躍 
・働き方改革、テレワーク 
・セクシャルマイノリティ 
・人権 
・外国人の活躍の場 
 
 

【水・みどり】 
・緑の維持管理 
・緑と農地 
【都市基盤整備】 
・活性化と保全 
・都市整備事業 
・再開発事業 
・都市計画公園事業 
【農・商】 
・地域資源（農産物等）の PR 
・地域内経済 
【文化・観光】 
・小平市固有の文化財 
・小平市に今ある魅力（（ブランド）のデザイン、周
知 

・観光振興（（インフラツーリズム・ガーデンツーリ
ズム） 

・家族で観光できるまち 
・交流人口、関係人口 

持続可能な行財政運営(行財政再構築を含む)・その他 

【多様な主体との協働・連携】・分野間の連携 ・協働事業の継続 ・広域連携 ・企業連携 ・民間活力 
【公共施設マネジメント】・民間企業、地元企業、市民連携による公共施設マネジメント 
【スマート社会】・ICT、IT ・Society5.0 ・サイバーフィジカルセキュリティ 
【財政基盤】・民生費増への対応（無駄のカット、見直し） ・長期的財政推計 ・最小の経費、最大の効果 
【その他】・現在の課題と未来の課題 ・まちづくりにおける本質機能と表層機能（満たして当然のサービスとそれ以外のサービスに分けて考える）  

・強弱と優先順位 ・SDGs 

 
 
 
 
 
 
 

取組の方向性の検討に向けた論点整理 
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【各分野の施策展開と関連したキーワード（庁内認識）】 

ひとづくり くらしづくり まちづくり 
【子ども・若者】 
・就学前児童、就学児童ともに微増傾向 
・共働き世帯やひとり親家庭の増加 
・保育ニーズ増大 
・待機児童解消 
・保育園運営費の増大 
・幼児教育の無償化 
・幼稚園の入所が減る可能性 
・学童クラブ事業のニーズ増大 
・近い将来少子化傾向 
【学び】 
・ICT の活用 
・特別支援教育の充実 
・学校を核とした地域づくり 
・学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力
（地域学校協働活動） 

・公民館の役割（地域コミュニティの拠点等） 
・学校や地域センター等と公民館の複合化 
・情報の拠点としての図書館 
・歴史公文書の管理 
【健康・スポーツ】 
・妊娠期からの切れ目ない支援や母子の健康づく
り向上 

・子育て世代からの包括的な支援 
・健康寿命の延伸（若い頃からのこころとからだ
の健康づくり） 

・国民健康保険事業運営の都道府県化（平成 30
年４月） 

・医療費適正化（データヘルス計画に基づく施策
展開） 

・FC東京のホームタウン 
・スポーツを「する」「みる」だけでなく、「ささ
える」 

・スポーツを通じた地域振興 

【安全・安心】 
・地域の防犯力  
・災害情報の入手方法の多様化 
・地域防災力（自助・共助）の向上 
・自主防災組織の結成、災害協定の締結 
・地域防災計画の見直し 
・空き家等の増加 
【地域コミュニティ】 
・シニア世代（経験を地域で活かす） 
・市民活動団体の高齢化 
・地域課題等の複雑化 
・地域センターのありかた検討 
【地域共生社会】 
・2025 年問題（団塊の世代が 75 歳到達） 
・老老介護、ダブルケア、8050 問題等 
・地域包括ケアシステム 
・（「我が事・丸ごと」「地域共生社会」 
・認知症施策推進大綱（令和元年６月） 
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 
・介護人材確保 
・障害者差別解消法の施行（平成 28 年 4月） 
・障害者雇用促進法の改正施行（平成 30 年 4
月） 

【男女参画等】 
・小平アクティブプラン 21（男女共同参画推進
計画）に沿った施策展開 

・女性相談のニーズの多様化 
・女性活躍  
・職住近接によるワークライフバランスの向上 
・国際交流の推進 

【水・みどり】 
・魅力ある用水路（適切な維持管理） 
・沼さらい等、市民協働参加者の高齢化 
・下水道長寿命化対策  
・集中豪雨時の浸水対策 
・魅力ある公園づくり 
・宅地化の進行、小スペースでできる緑化 
【環境】 
・気候変動適応策の推進 
・省エネルギーの推進（照明の LED化など） 
・再生可能エネルギーの利用促進（太陽光発電、
蓄電池など） 

・生物多様性の保全と持続可能な利用 
・3Ｒの啓発  
・廃棄物のさらなる減量 
・小平・村山・大和衛生組合ごみ処理施設更新、
最終処分場の延命化等 

【都市基盤整備】 
・景観形成や住民主体のまちづくり 
・福祉のまちづくり（ユニバーサルデザイン） 
・拠点ごとの特性を生かしたまちづくり  
・市街地再開発事業（小川駅西口・小平駅北口） 
・都市計画道路の整備推進  
・歩道の快適化 
・鉄道立体化  
・緑や農地と共存する住環境 
・自転車の安全利用 
・公共交通の必要性、重要性の増大 
【農・商】 
・都市農業の多面的機能、安定的な継続 
・農家の担い手育成や後継者の確保 
・学童農園、農業体験農園 
・小学校給食への地場産農産物の利用促進 
・企業と連携した地域内経済循環の促進 
・商店街の活性化 
・産業振興分野における大学等との連携 
【文化・観光】 
・文化財の観光資源としての掘り起こし 
・鈴木遺跡の国指定史跡化  
・文化財の保存と活用 
・こだいら観光まちづくり振興プランの推進 

持続可能な行財政運営(行財政再構築を含む)・その他 
【多様な主体との協働・連携】・協働の基盤を活かした実践の推進 ・民間手法導入の範囲拡大の検討 
【情報発信・情報共有】・情報発信に係る媒体の拡大（ＳＮＳ等） ・公文書の適正な管理 
【公共施設マネジメント】・公共施設等の老朽化対策 ・小学校を地域の核とした地域コミュニティの醸成 
【スマート社会】・AI、RPA等の先端技術の活用 
【財政基盤】・生産年齢人口の減少 ・財政需要の拡大（民生費の増、公共施設の老朽化対策やインフラ整備に伴う投資的経費の拡大）  

・施設利用に係る利用者負担の見直し  
【その他】・持続可能な社会（SDGs） 

 


